各国の地球観測動向シリーズ（第4回） ロシアの地球観測活動の方向性 ―世界シェアの獲得と商業化による地球観測利用の拡大― by 辻野 照久 & 科学技術動向研究センター

















　ロシアでは、1957 年の「スプートニク 1 号」以来、
2013 年 8 月までに 3,120 回のロケット打上げが行わ
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　ロシアの宇宙活動の長期的な国家政策は 2013 年























定なども行っている。FSA の年間予算は 2009 年に




















星はドイツの 13 機など世界 23 か国 2 機関の 56 機
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図表 2　運用中の民生用地球観測衛星（2013 年 10 月 1 日現在）





























省副大臣である。2013 年 10 月時点での職員数は約
190 名である。FSA はロケット・衛星の研究開発・
製造や宇宙開発活動の支援を行う 100 社以上の国
営企業群を管轄している。2013 年 9 月、ロゴジン副
首相はこの企業群の一部を国営の「ユナイテッド・
ロケット・スペース社（United Rocket and Space 
Corporation）」に統合する構想を発表した7）。一部の
機関は FSA に組み込まれ、宇宙企業を引き続き管


















宇宙庁傘下の R&D センター（RDC） ScanEx 社12）
である。NTs OMZ は 1991 年に設立され、2009

















Resurs DK-1 2006年 6月 パンクロマチック 2m-3m FSA Progress 
Resurs P-1 2013年 6月 パンクロマチック 3m-4m FSA Progress 
Kanopus V-1 2012年 7月 パンクロマチック 5m-50m FSA VNIIEM 
気象 
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　衛星画像データの受信局は各省庁や研究機関に
おいてそれぞれロシア全土に展開しており、主要な















である RDC ScanEx 社はロシア政府が設立したロ
シア連邦宇宙庁傘下の R&D センターである。外国
観測衛星を 15 機に増加させることを計画してお
り、2015 年には観測面積や観測頻度が 2011 年比で
2 倍から 4 倍に増加する方向にある。今後の地球観
測衛星打上げ計画として、Resurs：2 機、Kanopus：
2 機、Meteor：4 機、Elektro：2 機などを予定してい
る。この他、新たな役割をもつ衛星として北極海を










































大動脈になると述べている。2012 年は 46 隻の通航
衛星保有国 機関・企業 衛星名 
米国 
USGS Landsat 
NASA Aqua、 Terra 




ドイツ EADS Astrium TerraSAR-X 
フランス 
EADS Astrium SPOT 
CNES Pleiades 
カナダ MDA/GS RADARSAT
イタリア Eurimage Envisat 
イギリス DMCii UK-DMC 
イスラエル ImageSat EROS 


































（二等行政区都）付近では 2012 年に 6 週間の間にほ
ぼ同じ地域で 2 回の集中豪雨があった。2012 年 7 月
10 日に黒海に面したクルイムスク市に豪雨があり、
ロシアにとって最悪と言われるほどの被害があっ













ター発動は 6 回あり、図表 4 にその履歴を示す。
当初は当事国であるロシアに関係なく欧州が発動
していたが、3 回目からは EMERCOM などが要請
を出すようになり、国際災害チャーター参加後の













年月日 災害種類 地域 被害状況 発動要請者 PM 
2001/5/22 洪水 レナ川（シベリア） 20 万人に影響 ドイツ海外事務所 ESA 











浸水 600 戸 
FSA/EMERCOM USGS 
2012/8/22 洪水 ノヴォミハイロスキー市（北カフカス） 死者 4名 FSA/EMERCOM USGS 








科 学 技 術 動 向　2013年 10月号（139号）







7）　Дмитрий Рогозин провёл совещание по вопросу реформирования ракетно‒космической отрасли
（ロゴジン副首相、宇宙産業に関する会議を開催）2013 年 9 月 4 日：http://government.ru/vice_news/4286
8）　TsSKB Progress 社のウェブサイト：http://en.samspace.ru/（ロシア語）
9）　NPP VNIIEM 社のウェブサイト：http://www.vniiem.ru/ru/（ロシア語）
10）  NPO Lavochkin 社のウェブサイト：http://www.laspace.ru/rus/index.php（ロシア語）
11）  地球観測センター（NTs OMZ）のウェブサイト：http://eng.ntsomz.ru/
12）  RDC ScanEx 社のウェブサイト：http://www.scanex.ru/en/
13）  SOVZOND 社のウェブサイト：http://www.sovzond.ru/en/
14）  「海氷予報　北極海航路のカギ」、読売新聞、2013 年 8 月 15 日夕刊科学欄
15）  WNISat‒1：アクセルスペース：http://www.axelspace.com/projects/wnisat1.html
16）  国際災害チャーターのウェブサイト：http://www.disasterscharter.org/home










た。50 年に一度といわれる豪雨が 1 か月間に 2 回
起こるということは確率的には稀であるが、世界
的に各地で頻発する傾向にあり、衛星データを活
用して予報や復旧対策に役立てることが望まれる。
辻野　照久
科学技術動向研究センター　客員研究官
http://members.jcom.home.ne.jp/ttsujino/space/sub03.htm
専門は電気工学。旧国鉄で新幹線の運転管理、旧宇宙開発事業団で世界の宇宙開発動
向調査などに従事。現在は宇宙航空研究開発機構（JAXA）調査国際部調査分析課特
任担当役、科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター特任フェローも兼ねる。
趣味は全世界の切手収集。ロシア切手は帝政時代から6,700種類以上を保有。
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